
 

1 
 

記念すべき第 50号 

2022年5月23日発行 

 

発行者：NPO法人CILだんない 

代表者：美濃部裕道 

連絡先：〒529－0423 

滋賀県長浜市木之本町千田６８１番４ 

 

TEL ：０７４９－５０－３６３９ 

E-mail：info@cil-dannai.jp 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「まさか自分が…」と、よく耳にしますが、そんな出来事がありました。私、美濃部は新型コロナウイル

スに４月上旬ごろ感染しました。いろんなことを考えて実家で自宅療養することにしました。症状は、１日

目に３９度近くまで発熱したものの、３日目には３７度と下がり、そこからは平熱と微熱を繰り返し、よう

やく７日目くらいに落ち着いたところでした。きつかったのは、のどの痛みと、体の節々の痛みです。水分

補給するのが一苦労だったし、布団の上で寝ているのもしんどい状況でした。あとは、なんと言っても普段

の介助がなかったこともつらかったです。こんなに長時間、家族の介助を受けるのはずいぶん久しぶりだっ

たので、お互いにフラストレーションがたまって、療養期間がとても長く感じました。ご迷惑ご心配をおか

けしたことに、改めてお詫びとお礼を申し上げます。特に後遺症もなく、今は元気に過ごしております。 
さて、このところ、ロシアによるウクライナ侵攻のニュースをよく耳にするようになりました。悲惨な映

像が流れるたびに、心を痛めています。私の自宅療養中にもニュースを何度も目にし、尊い命が失われてい

くことに恐怖を感じていました。住んでいる障害者はどのように生活しているのだろうか、劣悪な環境下に

置かれていないだろうかと、いろいろな感情が押し寄せてきます。もし自分がそんな生活を強いられたらど

うなるかと考えるだけで、ぞっとします。当たり前のようにCＩL活動に力を注いてきたのに、ある日突然

コロナにかかり外出できない私と重なって、当たり前が当たり前でなくなることということが身をもって

実感させられるニュースでした。 
4 月に入って、だんないの活動も少しずつ再開しています。啓発活動では、「さべかいビワイチ」として

木ノ本駅を皮切りに琵琶湖を一周しようという企画が始まりました。毎月順番に各地を巡り、数年かけて琵

琶湖を回る（ビワイチ）を展開しようと思っています。皆さんも機会があれば私たちと一緒に啓発活動に加

わってほしいです。お待ちしております。 
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 今月２６日は総会があります。会員の皆様におかれましては何かとお忙しいこととは思いますが、ご出

席いただきますようお願い申し上げます。今年度のだんないをどうしていくかを、皆様と一緒に考えていけ

ればと思っております。引き続きご支援ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 

美濃部 裕道（みのべ ひろみち） 
 

 

今年こそは！ 

中川 佑希（なかがわ ゆうき）  

 

 

いよいよ新年度になりました。 

少し体調がよくない日もありましたが、最近は体調も良好になってきたのでホッとしています。ずっと延

期になっているイベントをやりたいと思っています。 

 

まずは、さべかいビワイチです。滋賀県障害差別のない共生社会づくり条例の啓発活動で 

各駅周辺などに降りて県が作成したパンフレット、マスク、ポケットティッシュ配りを行っていまして、

いつ何処に出没するかはお楽しみ下さい。だんないの SNSでお知らせしますので、お近くの際はぜひ！ 

 

もう一つは当事者交流会と漫才をやりたくて、コロナ禍で集まること自体が出来ない 

オンラインを活用してというのも考えはありましたが、やっぱり環境的に出来ない人も居ますし、話しに

くいとかもあると思います。 

もちろん、その時の感染状況にもよりますが・・・コロナ前から、交流会をしたいと話していたので今年

こそは！ 

 

そして、漫才については今でも不定期ではありますが続けていまして啓発要素を取り入れてネタ作成して

みました。 

まだこれから小里さんと合わせる段階です。小里さんからは「なかなかいいと思います」 

「よく出来ている」とお褒めの言葉をいただきました（笑） 

いつどんな形でやるかは相談中です 

今回、書いたのはほんの一部ですが、一つ一つを実行にうつして、楽しみながら人や社会と繋げていきた

いと思っています。 

最後まで読んでいただきましてありがとうございました。 
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・参加者の欄が空白のところは当事者職員がほぼ参加（欠席者が1人あるいは2人）していたことを表しています。 

3月 2日 新型コロナウイルス感染症対策プロジェクト inさざなみタウン 美濃部 

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 inさざなみタウン 美濃部 

4日 アイサオンライン会議 美濃部 

８日 ケース会議  

 米原市権利擁護センター運営会議 inゆめホール 美濃部 

9～10日 安積游歩さん来所  

10日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 

発達障害者支援部会 事務局会議 inさざなみタウン 

美濃部 

11日 企画会議  

 伊香高打ち合わせ  

１２日 第３回西黒田地区暮らし支えあい検討会 講演 美濃部 小里 

14日 教育委員会打ち合わせ  

15日 滋賀県旧優生保護法情報公開請求訴訟の裁判傍聴 美濃部 中川 

17日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 

発達障害者支援部会 inさざなみタウン 

美濃部 

19日 インディペンデントリビング上映会＆トークセッション 美濃部 中川 

20日 福祉とデザイン In長浜 美濃部 

２２日 あられはやっぱり、とよす～ひな祭りを楽しもう  

２３日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 全体会議 inさざなみタウン 美濃部 小里谷口 

２４日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 

重介護・医療ケア検討部会 inえがお 

小里 

２５日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 

相談ワーカー部会 inさざなみタウン 

美濃部 

 ピアピア 小里 

２８日 長浜市社会福祉協議会 第１回評議員会 美濃部 

３０日 ぽてとファーム講演 美濃部 

４月１日 差別解消法イベント  

４日 だんないサロン  

20日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会運営委員会会議 ｉｎ 長浜市役所 

長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 ｉｎ 長浜市役所 

美濃部 

21日 重介護・医療ケア検討部会事務局会議 小里 

22日 啓発活動  ｉｎ 木ノ本駅  

 湖南農業高校打ち合わせ 小里 

２５日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護部会 ｉｎ 長浜市役所 美濃部 

27日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 虐待防止分科会 ｉｎ 長浜市役所 

当事者サポーター推進分科会 ｉｎ 長浜市役所 

美濃部 

２８日 重介護・医療ケア検討部会事務局会議 小里 

５月７日 総合支援法フォーラム  

９日 千田サロン  

１１日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 inさざなみタウン 美濃部 

12日 湖南農業高校打ち合わせ 小里・中川 

活動報告 
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挿絵・題字 五十嵐 美里（いがらし みさと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人CIL だんない    〒529-0423 

代表 美濃部裕道 副代表 中川祐希     滋賀県長浜市木之本町千田６８１番４ 

理事 谷口健人、前田貴行、横山卓馬   TEL ： ０７４９－５０－３６３９ 

URL：cil-dannai.jp   FAX ： ０７４９－５０－３９６１ 

E-mail： info@cil-dannai.jp 

郵便振替口座番号：ゆうちょ銀行木之本支店 00940-2-209115  

加入者名    ：NPO 法人CILだんない 

編集後記 

先日、Mr.Children のデビュー30 周年ツアーコンサートを京セラドーム大阪

へ観に行ってきました。３年ぶりのコンサート、お客さんはみんなマスクを外せ

ず、声を出すこともできませんでしたが、Mr.Childrenの魅力と滾
たぎ

るような熱量

を存分に堪能
たんのう

できました。 

そして翌日、このコンサートツアーの別日の公演の収録映像を観ました。映像

は様々なアングルから Mr.Children の姿を捉え、編集が加えられ、京セラドー

ムで実際に観るものとはまた違った魅力を感じることができました。 

本誌「だんないの道」もそんなふうに、だんないの活動の様子や熱量を会員の

皆さまにお届けできるよう、編集もがんばりたいと思います。 

（谷口） 


